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I .はじめに
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アカマツ(乃;nusdensiflora Sieb. et. Zucc)は， 伐採跡l也などに授入し

て二次林を形成することが多く，痩せ地， した尾棋および混地にも生育できる樹種である

(1)。我が悶のアカマツは 青森県から鹿児島i阜の屋久ぬまで、天然分布し，その森林面積は約

195万haで (2人投が悶の森林間積の約8%を占める。 -jJ，岩手のアカマツ資源に着目す

ると，その森林間積は全国アカマツ林の11%をIliめ (2人蓄積澄は県内民有林だけでも4300

万m3以上で、あり (3 )，全国でも最大規模となっている。また，岩手県ーの統計資料 (2008)に

よれば (4 人アカマツ人工林で、は40 ::í'j~・生に短大118:をもっ分布となり，今後10年程度で多くの

林分が用材伐出の適期を迎える。 -jJ，天然林では60年生以上が4割以上を占め，すでに天然

林の多くは伐拐に達している。

以上のようなアカマツの資源的背景ーから，岩手県久慈地域に産学官による カマツ

興センターJが2008年7月に設立された (5)。向センターはアカマツを活用した県.北沿岸の

地域活性化を呂的に，アカマツ素材生産者と製材工場の連携，産学官民共同による市場調査や

販売促進活動を実施し，県内外へのアカマツ製品の販路拡大に取り組んで、いる。
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さて，アカマツは古くから建築用材として活用され

てきた。主な用途は太鼓梁や平角材に代表される

材であるが，羽目板内装材や床板なとやの製I弘もある。

中芯単板としても使用さ

れ始めた。しかし， なアカマツ資源の活用をf足進

するには，さらに多くの用途開発が望まれる。そこで

本研究では，特殊形状のアカマツに着目し，その高付

加価値利用を目指す。すなわち，アカマツには写真 1

のように幹の途中から美しく対称的に二股分岐する偲

f本が稀にあるが，このような…
ザL

Jど

として製品{ヒすることを試み

ところで\水道住宅の長寿命化には耐久性のí~JV

などの施工技術に

をi大演報 42 (2011) 

加えて，適切な保守管理が重要である。保守管理を適
写真 1 幹が二股になったアカマツ

切に行うには，家に対する住まい手の愛着も必要と思われる。 住宅への愛着は様々な婆151で生

まれるが，家の"IJの楽しい空1V，1
ムー

tど11 をもっO 本研究で開発する窓際性のおい天

然木は，遊び心溢れる場所を創造する可能性があり，住宅の長寿命化にもつながる可能性があ

フ
;々)0

さて，アカマツ二投丸太による意lJI:;住の開発に向けては，以下のよう

る。

(1)施主や工務f占などに対するニーズ調査

(2)二股材の形態およ

(3)造材方法の最適化や伐採・

はく皮の効率化・

コストの検討

変j坊11:.の検討

-流通方法の検討A(ら)施工剖・施工マニュアルの整備と

本棋では，アカマツ二段丸太による を全出規模での住宅関連展示会に

へのアンケートによってニーズ、調査を行ったので，その結果を る。

11.供試丸太

られ

し，来場者

岩手県久慈市内のアカマツ民有林(約70年生の天然林)より，長さ4.8mの二IJ立丸太を採取

した。当該丸太の元口径は32cm，通直音riの長さは3.4m，二股先端の間隔および末日授はそれ

ぞれL1m， 24cmであった。伐採は2008:4~ 1月下何百に行い， 1月下旬に久慈地方森林組合111形

林産力II工センターで剥皮作業を行った。水圧パーカーを使用して木部に損傷を与えないように
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利皮を行い，その所要時間は約30分であっ

マゅ，、-0

その後，岩手大学農学部に搬送し， 2 

月上旬から 10月下旬までの約 9ヶ月間

(35遊間)，林産加工棟内で、天然乾燥を行っ

た(写真2の中央が当該丸太)。なお，

天然乾燥開始時の合水率は105%，

35j盟関院で、は19%であった。また，

9:i車問自に-rjil授の害V~1-，I::_め薬斉IJ (ブレン

マ-PE-400l を塗布した。その

乾燥後の材淘割れは比較的少なく 1協4
写真2 ニ股丸太の天然乾燥の様子

~5mmの割れが総延長で'2.3m，同様に 3 ~4mmが3.9m ， 2 ~ 3 mmが4.2m， 1 ~ 2mm 

が5.9m程度であった。また，青変iMiの発生は皆無であった。

111.意匠柱への加工とアンケート謂査

天然乾燥が終了した当該丸太は再び久慈地方森林組合山形林産加工センターに搬送され，

[iI柱として丸太材閣がサンダー仕上げ、された。続いて，写真3に示すように接合金物を用いた

1ft1J方からの桁の談合やホゾを用いた変り梁との接合(仮組)が行われ，第30罰ジャパンホーム

ショー (2008$11月12-14日，東京ピックサイト)における岩手県の木材PRブースの一部と

写真3 ニ股丸太と登り梁との接合 写真4 ニ股意、監柱を用いた展示ブース
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して出展された(写真4)。

ジャパンホームショーは，住まいの建材・部材・ に関する臼本最大級の専門展示会で、あ

り，閣内はもとより.例年，アメリカ，カナ夕、， ドイツなど20カ国以上の出展参加がある。本

研究では，岩手県木材PRブースへの来訪者を対象に，写真4のアカマツ意匠柱を間近に見て

もらいながら，間1に示すアンケートへの記入を依頼した。なお，出展材は南部化粧松「双龍j

という{反称で':j;Iえった。

i 融化協職J開設めケート | 
1 あなたの性別、年齢、綴重量についてご図答お額いし家す。 i

齢 1) 20代 2) 30代 3) 40代 4) 50代 5) 60代以上 I 

性障I! 1 努投 2 女性 1， 

i J 31ifit-2)掛 3)ゼネコンサJ人撃霊祭 4) I ウスメーカー・工務后 5)繁怒‘メンテナンス 6)エネルギー・ i謹蓄・ T ! 

17 学校・幼稚隆・俣湾所 8)際社・小湾・流通 9)鈎i墓メー力一一 ! 
110 議院・ 4高松 11)公務員 12)学生 その他 i 

2 雨量s化粧松『双音量jに関して以下の問iこご回答お綴いします。[ ] 1まご自由にお謬き下さい。
間1 南部化絞松 E双官邸の3喜一郎裁を教えて下さい。

1)見た包が菌白い 2)高級慾がある 3)珍しい 4)特にEn怒に残らない

5)その他[

隠2 もし、あなたが住宅等を怒てるとしたら、展示されているような南部化絞松を使用したいと患いますかっ

1)使用したいと怒う持飽立二三 2)使用したいとは思わない司規立三

間3 阻2c: ff聖閉したいj と@I答された方にお酪きします。展示されている南部化絞松をどこで使いたいと
怨いますかっ (複数劉答可)

1) リビング 2)ダイニング 3)玄関ホール 4)察愛

5)その他{柱以外の照途も)[ 

間4 rc~2 で f{吏汚したいJ と回答された'jjにお関きします今主主示されている衛部化粧松の{箇絡はどの程度だ

と窓いますかつまた、もしあなたが展示されている南部化経松を使うとしたら、予算はどの程度ですかっ

展示物の鏑絡{ 万河} 予察{ 万円】

隊5 締2で「使F脅したいj と回答された方iこおflIlきします。長室奈されているアカマツニ股柱の蓄lれについて

どう怒いますかっ

1)翻れは欠点だと思う 2) この程皮のおjれなら気にしない 3)叡れも隊の一つ

4)その他 r J 

間S 問2で「使館したくないiと回答された方!こお敵きします。その理母はなんですかっ (後童文問答可)

1)形が気に入らない 2)加工などが大変そう 3 )劉れが目立ちそう 4)強皮が不安

5)その他[

間 7 アカマツニ設柱!こ関して、ご落:見・ご婆認などあザましたら、ご密自にお察き下さい。

図1 アンケート用紙
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IV. アンケートの調査結果

アンケートの回答総数は171(男性143名，女性28名)であった。囲答者の属性を表lに示す。

展示会来場者は住宅産業関係者が多いため，女性の問答数は会体の16%と少なかった。また，

回答総数171のうち，“公務員"と“その他の職業・学生"をi徐く回答数は111であり，全体の

65%が職業上は住宅産業に関わっていた。したがって，一般の施主の立場というよりも，住宅

に身を泣く立場で回答したケースも多いと思われる。ただし，年齢は20代から60代

以上ーまでをカバーしており，

結果を分析ーする。

1.第一印象(開 1) 

幅れらない分析が可能と思われる。以下， 自ごとに

に関する回答を凶2に示すc 出答;数は147名で， I見た目が而 I~I I.づや

f高級!告があるJという好印象の限答が全体の 7訓を超えた。また，女性回答では「珍ししづ

が3割以上ーをr"iめ， I特に印象に残らなし'Jという問答数はゼロであった。 -)j，I特に印象に

残らなしづという男性からの回答は，年齢層がおいほど増える傾向にあった。また， 20代の出

持者の 4割弱が f高級感があるJと答えたことは興味保い。

2.使用意欲(間 2および開 6) 

ような意匠柱を l当分の住宅もしくは!;t;~i!ì等に使用したいかを尋ねたところ(1m 2)， 

有効[111答168名のうち79%が「使IfJしてみたいj と答えたっ男女別でみると，男性jilJ答138:f'，'1' 

のお%および女性四答24名q:rの67%が[使用してみたpJと答えた。また，年代別の回答を鴎

3tこ示すが，年代が上がるほど住用意欲が地す傾向にあった。色i答者の 8割弱が使用意、欲を示

してお札展示材のような

--1]"，剖答者の2

ころ，有効回答数

には2需J要の有可可T牛訂立能色引，性|

「円{印l史主幻}肝i江lしたいとはj忠E、わなしい、づJと答えた O その号現現H由をi間切6でで、II間1謂司いたと

を合む) (は土3汎4i'何lでで、あり， IJI';が気に入らないjが3

表 1 アンケート回答者の属性(カッコ内は女性の人数)

32 12 7 
28(4) 6 7(2) 4 

メ カー 24(5) 9 (2) 4(1) 5 
公務員 21 (1) 5(1) 11 2 。
建築設計 19 (3) 5 (2) 4 4(1) 5 

ゼネコン・不動産 8(2) 。 3 (1) 3(1) 
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両尋問窃い略繍がある隠五日長属高日瓦両

女性

E号f主

G首 20主 40詩 60ち 80詰 100話

60代

以上

50{-'e 

40R 

30ft 

20R 

岩大i寅宇佐 42 (2011) 

o糊したして}閉したくない i 

麗滋綴綴緩鑓欝

。出 20詰 40% 60% 8日出 100覧

60代以上

50代

40{t 

30{i; 

20代 以サ111111111111

世話 20告 4昔話 告白話 Sむ告 100詰

邸宅芸叡合

回答設i合

図3 アカマツニ股意匠柱の使用意欲
(年代別)

図2 アカマツニ股窓痘柱の第一印象
(上:男女別，下:年代男IJ)

表2 使用意欲を示さなかった問答者の属性(職業)

i滋 業 ;有効回答数使用意欲なしの回答数と割合

ハウスメーカー・工務信 31 10 (32%) 

その他 23 7 (30%) 

住宅関連メーカー 24 6 (25%) 

商社・小売・流通 26 6 (23%) 

住宅設計 19 3 (16%) 

公務員 21 3 (14%) 

変そうJが91'1二， I割れが目立ちそうJが3件， I強度が不安Jが7件， Iその他Jが13件であっ

た。「その他Jに記入された意見は， Ifl~造計算が不明J ， I納まりが難しいJ.IJ選抜2や荷積み効

といった技術的な問題と， I和風には合わないJ，Iアカマツは柱に不向きJ，Iスギ

やヒノキの方が好ましいJと言った趣向の問題に分けられた。また，表2は使用意欲を示さな

かった1m答があった職業グループについて，使用意欲なしの を示してある。その割合

が最もi奇かったのは“ハウスメーカー・工務1;5"の32%で，“その他"の職業や“柱宅関連メー

カー"がこれに続いた。低い割合となったのは“住宅設計"と“公務員"で，前者では個性的

な住宅の材料として好ましいと半IJl析され，後者では地域材利用の促進に繋がると判断された可

能性がある。
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3.希望使用場所(間3) 

展示材を住宅の何処に使いたいか，その回答

を性別，年代別に示したのが間4である。有効

回答数は128で，全体平均ではリビング46%，

玄関ホール31%，ダイニング13%，寝室5%，

その他5%であった。「リビング」の選択が最

も多くなった理由には，出展材がリビングへの

施工併であったことも考えられる。一方， I玄

関ホールJ会選択した回答が約3割を占め，住

宅や!苫舗等のシンボルやアクセントとしての利

用が望まれることが分かつた。なお，女性また

は40代の自答者には「寝室Jという選択が皆無

で，その代わりに「玄関ホールjの選択が多かっ

たO また， Iその他jの回答には，答:照への使

用，棟持柱や梁への使用などがあった。

4.展示材の推定価格と希望購入価格(間4) 

じ亘三正云丙ニ己長一一EiLi五時蜜 11ぞのぬ1
l 一一一一一寸

全体 l E芸道室1111111111111111叫山11111恥還磁撞

i I  I I 
女性 i 臨芸書11111111111111111111111111111側諸

i t  I 
男性 i 匡Z認可11111111111111111111111111陸お瞳繍

制 20喝 40鵠 60も 80笥 1曲気

60代以上

50代

40代

30代

20代

。百 2自主 40も 60告 80'主 100% 

回答総合

図4 アカマツニ股意匠柱の希望使用場所

(上:男女別、下:年代別)

回答者が推定した展示材の価格を国5(上)に度数分布で示す。有効問答95名のうち，約1

/4にあたる24名が50万円以上と推定した。関5(下)では，部答者の職業別に誰定価格の王子

均{践を示しである。これを見ると，王子均で50万円以上と推定したのは木材業界とは関係が務く，

日頃は木材価格に馴染みの少ない人が多いようである。普段，製材品単価(1m3あたりの価

格)に慣れていると思われる回答者，すなわち工務自や設計に携わる人が推定した価格は，そ

れぞれ平均で22.8万円， 16.4万円であった。特殊材であることを考癒して，製材品価格の数倍

の値を回答したとも考えられる。

上記の結果より，展示杉は通常の製材品に比べてかなりの付加価値が認められたと言える。

しかし，推定価格はあくまでも推定であり，自らが目先入したい{樹告とは異なる。そこで希望購

入価格を開いたところ，図6のような由答結果を得た。有効問答47名中， 50万円以上は9名で

全体の19%，20万円以上は20名で全体の43%をおめた。全般的に希望購入価格は前述の推定価

格を下回ったが，回答者の4割強が展示材に20万円以上の価格を示したことは興味深く，アカ

マツ材の高付加価値利用の可能性を示唆している。

ところで，展示材と向じ径級で長さ 5mのアカマツ丸太の相場は 1m 3 あたり 2~3 万円

である (6)。また，天然乾燥されたアカマツ太鼓梁の相場は，末日経30cm長さ 5mの場合で、

1m3あたり 5万円前後，芯持ち平角材 (l2cmx 30cm x 5 m)では 1m3あたり10万円前後で

ある(7)。展示材の材積は約0.3m3なので，この平角材と閑じ価格帯とすれば，1本当たり
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3万円程度となる。しかし，屈答者の4割強がその6倍以上の価格を認めており，これは展示

材がもっ意匠性の付加価値と言えよう。

30 

25 

~31.] 
c、 ε"
、もら

。~ '{， ，，- o<:i、 y
vvdf  

b 
'o 縫定価格(万円}

; i

E毒示材の推定鏑i格(万円:平均絞と擦詩聖書事去を)

図5 展示材の推定錨格(上:全自答雫下:職業別)
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5.材面割れの印象(間5) 巴盃反E5血盟主些盟恒三竺語]
前述のように展示材には青変菌の発生

は皆無であるが，乾燥に伴う材闇割れが

生じていた。最大の割れ111話は5mm程度

で，極端に大きな割れではなかった。こ

の材国割れに対する印象は図 7のとおり

である。有効回答数は126で， iこの程度

の割れは気にしないJ，i割れも味の一つJ

という容認あるいは肯定的な意見が全体

の9割を占めたc これは，罰答者が展示

材を「使用してみたいJと答えた人で、あっ

たことにも関係するであろう。「その他J

の回答には，“使用場所で印象は異なる"

全体

女性

男性

5完

60代以上

50代

40世

30代

201t 

20告

。話 20% 

40為 60主 80主 100時

40詰 60詰 81)詰 10~i 

@l答蓄1)合

図7 材菌割れの印象(上:男女別司下:年代別)
との意見があった。一方， i誹れは欠点j

とみる回答は女性あるいは年代が高いほ

ど多かったつしかし，その割合は小さいことから，割れに対する過度な心配は不要かも生nれな

い。現実的な課題としては，乾燥の緯度問題がある。合水率が20%以下となるように乾燥を十

分に行い，施主への引き渡し後に大きな割れを発生させないことが重要であろう。また，仮に

'~iVれ発生が進行しでも，それを目立たせない仕上げ方法の検討も必要であろう。

6.自由意克(間7)

展示材に寄せられた白 (問7の を分類し，表3に掲げた。肯定的な意見からは，

家に愛着を持つためのツールとなり得ることカf読み取れ，この意匠柱の開発の趣旨に合致する。

一方，要望やその他からは，二股斉15を含めた造材方法，二股材の資源量，材部仕上げの方法，

施工場所や路工方法の具体化など，今後の検討項目が浮き彫りにされた。

表3 展示材に寄せられた意見・要望等

要 そ の{也

-形が面白い -割れてない方がいい -若い人なら好むと思う

. I床がある .y宇部分が短い方が良い . iij;しい数だけ供給できるか

-めずらしい ・構造尽に使えると良い き仕上げ以外も試しでは

-子どもが喜びそう ・仕口が金物でない方が良い -用途が限られる

-家のアクセントになる ・洋風に仕上げたい -サイズが大きすぎる

-きれい ・皮つきも匝自いのでは -住宅以外で使うべき

. 1言州のアカマツは知ってい
が増えて欲しい ・もっと Y に近い形が良い たが岩手は知らなかった

う しい
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V.おわりに

アカマツニ股丸太による意匠柱を全国規模での住宅関連展示会に出展し，来場者へのアンケー

トより，ニーズ，付加価値性，課題などを諦ベ，以下のような結果を得た。

回答者の約8割に使用意欲が認められ，需要の可能性が示唆された。

(2)密答者の 2割強が f使用したいとは思わないjと答え，その主たる理由は「加工が大変そ

うJ.r強度が不安J.r割れが目立ちそうjといった技術的問題であったが.r和風には合わ
ないJ.rスギやヒノキの方が好ましいJと震った趣向の問題も見られた。
(3)希望する使用場所はリビングが第l位であるが，続いて玄関ホールが多く，住宅や宙舗等

のシンボル・アクセントとしての使用希望が伺えた。

(4)展示材の希望購入価格は，問答者の4割強が20万円以上を示しており，アカマツ特殊材の

高付加価値利用の可能性が示唆された。

(5)匝答者の白血意見からも，二股部を含めた造材方法，二股材の資源最，材関仕上げの方法，

施工場所や施工方法の具体化などの指摘があり，今後の検討項目が絞り込まれた。
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